
 

校内型ワークショップ（ＷＳ）後の 

ライオンズクエスト実践校支援のイメージ（1 年サイクル） 
 

 

 

 

 

 

 

① 【計画】年間で実践校をどう支援していくかを決める 

② 【実施】教員向けフォローアップＷＳを開催する、授業参観を行うなど・・・ 

③ 【評価】アンケートを実施する 

④ 【改善】一年間の振返りをし、翌年に向けて改善点を共有する 

 

 

     

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ラライイオオンンズズククララブブにによよるる実実践践校校支支援援のの四四要要素素  

多くの子どもたちにプログラムを届けるためには、ワークショップ後も 

ライオンズクラブの皆さまと学校が継続して連携することが効果的です。 

校内型ＷＳ後の 1 年サイクルの一例をご紹介します。 

実際に実施していただいている方法は地区・クラブによって様々です。 

校校内内型型ワワーーククシショョッッププ（（ＷＷＳＳ））  

支支援援ククララブブ・・地地区区のの決決定定  

 実実践践校校支支援援のの全全体体像像  

②【実施】 

よりよい実施のための研修会や体

験会、授業参観の実施を支援しま

す。 

 

① 【計画】（3～4 月） 

フォローアップＷＳなど、②～④の大ま

かな計画を立て、どのように支援してい

くかを学校と打ち合わせをします。 

③【評価】（4 月及び 3 月） 

●実施状況アンケート（3 月） 

  →授業・研修会の実施状況を振り返る 

●プログラム評価アンケート（4 月・3 月） 

  →生徒向け、授業の効果を測る 

 

④【改善】（3 月） 

ライオンズクラブ・学校で次年度の担当

者の顔合わせと引き継ぎ会議を行いま

す。改善点を共有し、次年度以降に生か

します。 

 

ご参考 

●よりよい実施のために 

＊校内研修会 

＊保護者向け体験会（年 1-2 回） 

＊授業参観（年 1-３回） 

   例：保護者やライオンズ向け 

＊授業公開・交流会（年１-2 回） 

＊フォローアップＷＳ（年１-2 回） 

学校からの問い合わせ事項で丌明な点があればＪＩＹＤへお問い合わせください。 

 

年間計画 



✔ 

 

 

 

＜今年度の担当者情報（例）＞ ＜今年度の担当者情報＞ 

学
校 

学校名：ＪＩＹＤ中学校 

ご連絡先：00-0000-000 

ご担当者：青少年太郎 

学
校 

学校名：  

ご連絡先： 

ご担当者：  

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：Ａライオンズクラブ 

お名前：育成花子 

ご連絡先 00-0000-000 

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：  

お名前：  

ご連絡先： 

＜年間スケジュール（例）＞ ＜年間スケジュール＞ 

3 月 □ 校内型ＷＳの開催        

□ 支援クラブ・地区の決定       

□ 年間計画の策定          

＜授業実施計画＞ 

 
 

 1 学期 2 学期 3 学期 

1 年生 6 時間 6 時間 2 時間 

2 年生 6 時間 6 時 2 時間 

3 年生 4 時間 4 時 1 時間 

   月 

   月 

   月 

 

・ 

・ 

・ 

＜授業実施計画＞ ※学校が決定した時間数を記入 
 

 1 学期 2 学期 3 学期 

1 年生 時間 時間 時間 

2 年生 時間 時間 時間 

3 年生 時間  時間 時間 

6 月 

8 月 

□ 保護者向け体験会 

（９月の授業参観と一緒でも可）              

□ フォローアップＷＳの開催     

   月 

   月 

   月 

・ 

・ 

・ 

9 月 

11 月 

12 月 

□ 授業参観              

□ サービスラーニング  

□ 授業公開・交流会           

   月 

   月 

   月 

・ 

・ 

・ 

3 月 

 

 

□ プログラム評価アンケートの実施  

□ 実施状況アンケートの実施      

□ 翌年度の実践計画作成        

□ 次年度への引き継ぎ会議       

（ライオンズ・学校）  

   月 

   月 

   月 

   月 

   月 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

次年度 

4 月 

 □ 責任者の先生への研修会 

 □ 受講者の近隣ＷＳへの参加     

次年度 

   月 

・ 

・ 

＜次年度の担当者情報＞（例） ＜次年度の担当者情報＞ 

  

学
校 

ご担当者：青少年太郎 

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：Ａライオンズクラブ 

お名前：育成花子 

ご連絡先：00-0000-000 
 

  

学
校 

ご担当者：  

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：  

お名前：  

ご連絡先： 
 

 

 実実践践校校支支援援年年間間ススケケジジュューールルチチェェッッククリリスストト  

以以 下下 のの チチ ェェ ッッ クク リリ スス トト をを もも とと にに 、、具具 体体 的的 なな 年年

間間 スス ケケ ジジ ュュ ーー ルル をを 記記 入入 しし 、、ごご 活活 用用 下下 ささ いい 。。研研

修修 会会 のの 開開 催催 やや 費費 用用 のの 分分 担担 なな どど はは ララ イイ オオ ンン ズズ

クク ララ ブブ とと 打打 ちち 合合 わわ せせ のの 上上 、、そそ れれ ぞぞ れれ のの 予予 算算 にに

応応 じじ てて 決決 定定 しし てて 下下 ささ いい 。。   

 

一
学
期
ア

ｓ
だ 

 



 

 

※学校へ以下の内容にて実践校サポートガイドラインとしてお送りしています※ 

校内型ワークショップ（ＷＳ）後の 

Lions Quest ライフスキル教育の実施にむけて 

～ 事 例 紹 介 ～  
 

 

 

 

 

★ 学校・家庭・地域（ライオンズクラブなど）の連携のために★ 

 

 

【学校】子どもにライフスキル教育の授業を実施し、学校生活でのスキルの活用を支援します 

【家庭】子どもが学んでいるライフスキルを家庭でも活用して見本を示すとともに、 

子ども自身が日常生活でスキルを活用することを支援します 

【地域（ライオンズクラブ）】学校で継続的にライフスキル教育を実施できるようサポートします 

 

★ 継続的な実施のために★ 

 

 

授業の継続実施のために、“ライフスキル教育”担当チームの設置をすると、継続的向上に役立ちます。 

 

＜担当チームの役割（例）＞ 

●【年間指導計画の作成】学校教育目標の中にライフスキル教育を位置づけ、授業を実施する時間枠（総合的な

学習の時間など）のねらいと関連づける、ライフスキル教育の全体計画や学年ごとの

年間指導計画を提案する など 

●【校内の連携】  全校での協力体制づくりや学年間の連携を図る など 

●【外部との連携】保護者、ライオンズクラブ、他の実践校、ＪＩＹD などとの連携を図る など 

●【研修会の開催】他の実践校教員・JIYD 講師を招いたり、学年間で模擬授業を発表し合うなど、研修会を企

画・実施する 

 

＜担当チームの一例＞ 

【例１】総合的な学習の時間の担当の先生方が担当  

ライフスキル教育を総合的な学習の時間で行っているある学校では、その担当の先生方がライフスキル教育担当

を兼務されています。ライフスキル教育を道徳や特別活動の中で行う場合は、その時間枠の担当の先生がライフ

スキル教育担当を兼ねることが考えられます。 

【例２】“ライフスキル教育”委員会を設置 

＊ 中には“ライフスキル教育”委員会を設置している学校もあり、校長・教頭・各学年のライフスキル教育の

担当者などで構成されています。この委員会の中に、ライオンズクラブメンバーや保護者を始め、地域の方々

に入っていただき、「地域連携委員会」を作る方法も考えられます。 

 

 

ご参考：学校向け 

校内型 WS 後の学校規模での実践事例をご紹介します。 

ライフスキル教育を最大限活用いただくために、 

 ★ 学校・家庭・地域（ライオンズクラブなど）の連携と、 

 ★ 継続的な実施 をおすすめしています。 

““ラライイフフススキキルル教教育育””担担当当チチーームムのの設設置置  

学学校校・・家家庭庭・・地地域域のの役役割割  

実践校で活用されている年間指導計画、総合的な学習の時間とライフスキルとの関連表、授業の台本、授業で使

いやすいよう工夫されたワークシートなどの一例もございます。詳しくはライオンズクラブへお問い合わせくだ

さい。 

※実践校の仕組みや教師である 

講師の意見を基に作成した実践例です 



 

 

Lions Quest ライフスキル教育推進のための方法 

 

 

→次ページのチェックリスト参照 

 

① 【計画】ライオンズクラブと連携し、ライフスキル教育推進のための年間の活動計画をたてる 

    授業を実施するために、各学年の実施時間数等決め、年間指導計画をたてる 

② 【実施】授業を行う、ライフスキルの校内研修を開催する、授業公開を行うなど・・・ 

③ 【評価】アンケートを実施する 

④ 【改善】一年間の振り返りをし、翌年に向けて改善点を共有する 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 校内型ＷＳ終了後、早い段階で他の実践校を見学するなどして、校内推進の体制づくりをすること、授業開

始から半年後を目安にフォローアップＷＳを実施することをお勧めしています。 

＊ ご丌明な点などありましたら、担当のライオンズクラブまたはＪＩＹＤにご相談ください。 

 

 

校校内内型型ワワーーククシショョッッププ（（ＷＷＳＳ））実実施施  

““ラライイフフススキキルル教教育育””担担当当ググルルーーププのの決決定定  

年間計画 

②【実施】（年間を通じて） 

●授業実施 

●未受講者のＷＳへの参加 

 

① 【計画】（3～4 月） 

②～④のおおまかな計画を立てます。ラ

イオンズクラブとどのように連携するか

もライオンズと打ち合わせておきます。 

③【評価】（２-3 月） 

●実施状況アンケート（3 月） 

  →教師向け、授業・研修会の実施状況

を振り返る 

●プログラム評価アンケート（２-3 月） 

  →生徒向け、授業の効果を測る 

 

④【改善】（3 月） 

ライオンズクラブ・学校で次年度の担当

者（決定していなければ、今年度の担当

者）の顔合わせと引き継ぎ会議を行いま

す。改善点を共有し、次年度以降に活か

します。 

●よりよい授業実施のために 

＊校内研修会（学校全体や各学年） 

＊保護者向け体験会（最低年 1 回） 

＊授業参観（最低年 1 回） 

    例：保護者やライオンズ向け 

＊授業公開・交流会 

（授業参観と合わせて実施可） 

＊フォローアップＷＳ（年１-2 回） 

実実施施・・継継続続のの四四要要素素  

教師とライオンズメンバーの 



✔ 

 

 

 

＜今年度の担当者情報（例）＞ ＜今年度の担当者情報＞ 

学
校 

学校名：ＪＩＹＤ中学校 

ご連絡先：00-0000-000 

ご担当者：青少年太郎 

学
校 

学校名：  

ご連絡先： 

ご担当者：  

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：Ａライオンズクラブ 

お名前：育成花子 

ご連絡先 00-0000-000 

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：  

お名前：  

ご連絡先： 

＜年間スケジュール（例）＞ ＜年間スケジュール＞ 

3 月 □ 校内型ＷＳの開催        

□ 支援クラブ・地区の決定       

□ 年間計画の策定          

＜授業実施計画＞ 

 
 

 1 学期 2 学期 3 学期 

1 年生 6 時間 6 時間 2 時間 

2 年生 6 時間 6 時 2 時間 

3 年生 4 時間 4 時 1 時間 

   月 

   月 

   月 

 

・ 

・ 

・ 

＜授業実施計画＞ 
 

 1 学期 2 学期 3 学期 

1 年生 時間 時間 時間 

2 年生 時間 時間 時間 

3 年生 時間  時間 時間 

6 月 

8 月 

□ 保護者向け体験会 

（９月の授業参観と一緒でも可）              

□ フォローアップＷＳの開催     

   月 

   月 

   月 

・ 

・ 

・ 

9 月 

11 月 

12 月 

□ 授業参観              

□ サービスラーニング  

□ 授業公開・交流会           

   月 

   月 

   月 

・ 

・ 

・ 

3 月 

 

 

□ プログラム評価アンケートの実施  

□ 実施状況アンケートの実施      

□ 翌年度の実践計画作成        

□ 次年度への引き継ぎ会議       

（ライオンズ・学校）  

   月 

   月 

   月 

   月 

   月 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

次年度 

4 月 

 □ 責任者の先生への研修会 

 □ 受講者の近隣ＷＳへの参加     

次年度 

   月 

・ 

・ 

＜次年度の担当者情報＞（例） ＜次年度の担当者情報＞ 

  

学
校 

ご担当者：青少年太郎 

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：Ａライオンズクラブ 

お名前：育成花子 

ご連絡先：00-0000-000 
 

  

学
校 

ご担当者：  

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ご所属：  

お名前：  

ご連絡先： 
 

 

 実実践践校校支支援援年年間間ススケケジジュューールルチチェェッッククリリスストト  

以以 下下 のの チチ ェェ ッッ クク リリ スス トト をを もも とと にに 、、具具 体体 的的 なな 年年

間間 スス ケケ ジジ ュュ ーー ルル をを 記記 入入 しし 、、ごご 活活 用用 下下 ささ いい 。。研研

修修 会会 のの 開開 催催 やや 費費 用用 のの 分分 担担 なな どど はは ララ イイ オオ ンン ズズ

クク ララ ブブ とと 打打 ちち 合合 わわ せせ のの 上上 、、そそ れれ ぞぞ れれ のの 予予 算算 にに

応応 じじ てて 決決 定定 しし てて 下下 ささ いい 。。   

 

一
学
期
ア

ｓ
だ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～Ｌions Quest 実践校事例～～ 

 

学校でライオンズクエストを実践する際に、課題としてよく挙げられることについて、実践校がどのように解決しているかをご紹介します。 

 

 

 

【模擬授業】定期的に行われる学年会の最後に、次回実施予定の模擬授業を実施。（初めてその場面を授業する

人や丌安のある人のみ）模擬授業はライフスキル担当が行ったり、当番制で行ったりする。校内研

修では、すでに終わった授業を他の学年に対して紹介し合うなど 

【先生同士の授業見学】先生同士でライフスキルの授業を見学し合う 

 

 

【教育目標に位置づける】学校教育目標の中にライフスキル教育を位置づけ、授業を実施する時間枠（総合的な

学習の時間など）を確保する 

 

 

【教材や台本の共有】教材や台本を全校で共有し、慣れていない先生でも授業が行えるよう準備 

【授業担当の輪番制】担任と副担任で、授業実施・教材準備・授業の写真撮影などの役割を交代しながら、学年

全体で一緒に取り組み、当該学年の生徒に対して実施する 

【TT での授業】新任の先生やライフスキル教育に自信のない先生は、ＴＴで授業を行う。また、担任が主に 

授業を担当しない場合も、授業での生徒の反応や活動ぶりを把握するために、授業中教室に 

いて、必要があればサポートもする 

 

 

【説明会】毎年着任式の日に、必ずライフスキル教育担当の先生が、プレゼンテーション等で説明を行う 

【ＷＳへの参加】着任後早い段階で近隣のＷＳに参加してもらう。ご本人の都合がつかない場合でも、 

こまめにＷＳの案内をして、１年以内での受講を促す 

 

＊ＪＩＹＤやライオンズクラブから受けられるサポート例＊ 

 
 学校でライオンズクエストのライフスキル教育を実施する中で、困ったことや 

分からないことがあればＪＩＹＤやライオンズクラブに相談してください。 

 ＪＩＹＤやライオンズクラブからのサポートとしては、以下のようなものが考えられます。 

 

○ WS 未受講者を WS への参加させたい ⇒ 地域の WS 開催情報を提供してもらう 

○ 他の実践校の実践事例を学びたい ⇒ 地域の実践校を紹介してもらう 

○ 校内研修を開催したい ⇒ 他の実践校や JIYD 講師の手配、開催費用を支援してもらう 

○ ゲストティーチャ―を招いて児童・生徒に授業を実施してもらいたい 

 ⇒ ＪＩＹＤやライオンズクラブメンバーにゲストティーチャ―になってもらう、 

   またはゲストティーチャ―になっていただける方を紹介してもらう 

○ サービスラーニング（職場体験学習やボランティア体験学習）を実施したい 

⇒ ライオンズクラブに受け入れ先になってもらう、 

または受け入れ先を紹介してもらう 

 

研研修修・・指指導導力力アアッッププのの工工夫夫

時時間間のの確確保保  

着着任任者者のの先先生生へへのの対対応応  

授授業業時時間間のの確確保保  

授授業業実実施施のの工工夫夫  

このほかにも多くの事例があります。詳しくはＪＩＹＤやライオンズクラブへお問い合わせください。 


